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さらに、同時期の文書には定桂（定慶）が上洛した
場合は、彼が持っている土地を定詮が自由にしてよい
という旨が書かれています。 
これらのことから、竹田氏は義隆ではなく、その父義

興のときには既に京都から山口に下向して大内氏に仕
えるようになったと考えられます。 
ところで、寿皇庵と竹田宮内卿は、同じ「京都下向

之医師」という肩書きを持っています。しかし、前者は
「御同道之衆」3 人の内の１人で、後者は「供奉之衆」
25 人の内の１人です。「御同道之衆」の残り２人は
「細川伊豆守」（幕府管領を務めた細川氏の一族）
と「在安博士」（陰陽博士として名高い賀茂氏＝勘
解由小路氏）なので、彼らは客分として同行した人た
ちだったのでしょう。一方「供奉之衆」の残り 24 人の顔
ぶれは、普通の大内氏の家臣たちです。 
したがって、おおまかなイメージとして、寿皇庵はしば

らく大内家に滞在している医者で、竹田宮内卿はまさ
に大内家に仕えていたお抱えの医者と考えてもよさそう
です。後世の史料ですが、大内氏家臣を書き留めた
「大内殿有名衆」には、御伽衆のなかに竹田法眼と竹
田法橋の名が見えます。 

〔外国出身の医者〕 
萩藩の大組士に「張」という一字だけの名字を持つ

家があります。この張氏の家伝を意訳すると、以下のよ
うなことが書いてあります。 

「張氏は、漢の高祖の家臣として名高い張良の末裔で、
明の重臣であった張忠のとき、権力争いに敗れ、朝鮮に亡命
しようとして平戸に漂着した。平戸の領主である松浦氏からそ
の報告を受けた大内義隆は通訳を派遣して詳細を尋ね、や
がて小郡にやってきた張忠と対面した。異国の習いとして、忠

孝の道を志している者は儒教と医術を学んでおり、張忠もそう
だったので、名医が日本にやってきたと評判になった。その後、
張忠は毛利元就に請われて安芸吉田に赴き元就の孫娘の
治療にあたった。ちょうどその頃、大内義隆が重臣の陶氏に殺
されてしまったため、張忠はそのまま吉田に留まり、その後陶氏
を滅ぼした元就に従って山口に入り、そこで亡くなった。張忠
の子である思朝（元至）は幼年の頃から元就の孫である輝
元に仕えた」 

同時代の文書で張氏の活動を確認してみると、次
のようなことがわかります。   
①永禄 8 年（1565）毛利氏は山口大町にあった

張忠の居屋敷を子どもの張思朝が所有することを認め
ています。注目すべきは、その文書の中の張思朝の肩
書が「大明人」と記されていることです（下の写真）。
張氏が明の人間だということは、本当だったのです。 
②大内義隆死後の天文 23 年（1554）頃、張忠

は体調を崩した石見の益田氏が快方に向かったことを
陶氏に報告したことが知られます。おそらく張忠は陶氏
の使者として益田氏の見舞いに行き、体調を実際に確
認したのでしょう。家伝の記述と照らし合わせると、張忠
に医術の心得があったからの人選だと考えられます。し
かし、元就が山口に入るまでの間、張忠が毛利氏のも
とにいたというのは、どうやら誤りのようです。 
以上より、寿皇庵や竹田宮内卿が専門の医者と考

えられるのに対して、張忠は渡来人ゆえに医術も身に
つけていた者という印象を受けます。 

京都から来た医者と外国出身の医者。彼らの存在
からは、西国の大大名として内外に知られ、豊かな経
済力を備えていた大内氏の姿が浮かび上がってくるよう
です。 
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萩藩医たちの「譜録」（毛利家文庫 23譜録 ） 医師と人々② 

 

 

 
萩藩・徳山藩ともに、系図や藩士の

略譜を書き上げた「譜録」という記録が
あります（以下、「譜録」は萩藩のもの
を、「徳山譜録」は徳山藩のものを示し
ます）。いずれも藩士の活動を知るた
めの基礎資料です。ここでは、それらか
ら窺える藩医たちの姿を明らかにしてみ
ましょう。 
まず、藩医となった人々は、どのような

理由で医学を志したのでしょうか。 
もっとも一般的なのは、藩医の家の

跡継ぎが医学の道に進む場合です。し
かし、「譜録」や「徳山譜録」に掲載され
た系図などを見ていると、医学とは縁の
ない家において、自家を継ぐことのない
男子が藩医の養子となる場合がありま
す。あるいは、自立を目指して、医師を
生業として選択する者もいました。 
彼らの医学修行の場は、上方（特

に京都）と江戸が双璧をなしています。
そうした地で有名・無名の師につき、医
学を学びました。特に「譜録」には、萩
藩に縁の深い土生（はぶ）家や曲直

瀬（まなせ）家の門弟となるケースが
散見されます。なお、幕末には長崎が
修行の地に加わってきました。西洋医
学の流入にともない、新知識を求めて
の行動と言えるでしょう。 

修行を重ねて実績を積んだ医師たち
は、ある時は大名にその腕を買われ、ま
たある時は他の大名や師匠などの紹介
によって、萩や徳山の藩医となっていま
す。俸給は、人や時代によってまちまち
ですが、25 石から 200 石程度が標準
的でした。 

藩医には、本道医（内科）、外科
医（外療医）、針医、口中医、眼科
医がいました。多くがその科を専門的に
扱っていましたが、中には複数の科をか
けもつ場合もありました。例えば徳山藩
医の三浦直信は、「本道・外科、口中
兼業」とあります。内科と外科とを兼務
するという家柄自体、今日的感覚から
すれば驚きですが、彼はさらに口中まで
も診ることができる医師とのこと。当時の
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徳山毛利家文庫「譜録」1113 

 
本文で示した三浦直信の譜録の
うち、その職歴を記した部分。文
化４年（1807）に藩へ願い出
て、「本道外科口中兼帯」を許さ
れています。 

「譜録」にみえる藩医たち 
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藩医は医療全般、オールマイティな知識と技術が求めら
れていたのでしょう。  

なお、「譜録」には「儒医」という家もありました。医業
を極めながら儒学にも精通した医師のことのようです。
例えば、道家玄中は、５代藩主毛利吉元が幼少の折、
学問を指南していました。当時の医者は、一級の知識
人でもあったことが窺えます。 

藩医たちの使命は、藩主とその家族の健康管理と、
罹患した際の治療に全力を尽くすことにあったのは言う
までもありません。幕末には、藩主の娘に種痘を施した
藩医もいました（徳山藩浅田哲顕の例。本紙右下の
写真を参照）。 
しかし、いつも藩主とその家族の周辺に近侍していた

わけではなく、そのほかにも多くの仕事を持っていました。 
例えば江戸詰めを命じられた場合、江戸藩邸が罹

災する場面に遭遇することもあったでしょう。そうした場
合、速やかな藩邸の復旧作業に入るわけですが、その
作業中、従事者の中にはケガをする者、病気になる者
も出てきます。藩医は彼らの治療にもあたったのです。こ
うしたことは、幕府から藩が命じられる土木工事の場合
も同様です。例えば萩藩の場合、幕命により利根川の
普請事業を行っていますが、藩医は現地における医療
活動にも従事しています。 
また国元には多くの人々が訪れます。幕府の役人が

来藩した際（藩主幼少の折に派遣される国目付や、
将軍の代替わりにあわせて派遣される巡見使など）に
は、彼らの「万が一」に備え、その傍らに控えていました。
また、朝鮮通信使の藩内通行や大陸からの漂流民が
あった場合には、下関や上関、あるいは漂流地へも出
向いて、病人・ケガ人の治療にあたっていました。 

医業という特殊能力が求められる以上、藩医の家の
継承は一般の藩士と同じではありませんでした。子息が
医業に関心を持ち、相応の知識と技能を持っていれば
問題なく家を伝えられますが、いつもそれが叶うとは限り
ません。そうした場合、養子を迎えて家を継承させる方
法を採ることになります（その場合、実子は養子に出す
か、別に家を立てています）。この時養子に選ばれるの
は、既に医業の心得のある者や、医師の家（藩医に
限らず、村や町の医師や浪人の医師など）の出身者
が多いのですが、時にはそれ以外の、一般の家の子息
を迎えているケースも見られます。この場合、養子となっ
た後、医学を学んだことでしょう。なお、医業という特殊
能力を持っていることを理由に、藩士の家が再興を許さ
れたと思われるものもありました（この家はその後藩医と
して仕えています）。 

 

一方で、医師として召し抱えられながら、その家業から
離れる者もありました。例えば、萩藩士の吉村攻守（棋
士として名高い吉村真甫の子）は、江戸で医術を学ん
だ医師でもありました。しかし、その子には医家としてでは
なく家を継げるよう藩に願い、許されています。医業の特
殊性から来る難しさを考えてのことかもしれません。 

「譜録」と「徳山譜録」をひもとくと、多種多様な藩医
の家と人々の姿を窺い知ることができるのです。 

徳山毛利家文庫「譜録」30 浅田宗栄 
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徳山藩医たちの譜録（徳山毛利家文庫 「譜録」） 
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「益田越中家来医栗山玄好寺社組支配ニ被召出、皆姫様御婚礼御供被仰付候事」 
（「諸事小々控」31小々控 8（53 の 13） 医師と人々③ 

 

 

 
萩藩医の栗山献臣（通称：孝庵）

は、宝暦 9 年（1759）6 月、萩大
屋刑場において、日本で初めて女体
解剖を実施した医者として知られてい
ます。 

 
〔陪臣から直臣へ〕 

～萩藩医栗山家の誕生～ 
実は栗山家は、享保 7 年（1722）

に毛利家に召し抱えられる前まで、永
代家老益田家の家臣でした。毛利家
文庫「諸事小々控」には、この時の経
緯がまとめられています。これによると、
享保 7 年、萩藩主毛利吉元の長女
であった皆姫（1708-1727）が、島
津継豊に嫁ぐことが決まり、皆姫付き
医者として、「医業・学力・年齢等相
応之人柄」を藩医の中から選ぼうとし
たところ見つからず、益田家家来であ
った栗山之経（当時通称：玄好）
に白羽の矢がたったとされています。之

経は、当時 49 歳で既に充分な経験
を有する医者であったと思われます。 
之経は４人扶持・銀 300 目で萩

藩寺社組に加えられました。但し、こ
の待遇は一代限りとされ、皆姫御供と
して江戸定詰になるためか、国元にお
いて正式に寺社組の一員に加えられ
ることはありませんでした。 
享保 8 年（1723）1 月 26 日、

之経は、皆姫のお供として萩を出発し
江戸の薩摩藩邸へ向かいました。しか
し、皆姫は 4 年後の享保 12 年 3
月 20 日、20 歳という若さで亡くなっ
てしまいます（『もりのしげり』）。之経
も薩摩藩邸を去ることとなり、同年６
月 12 日、萩へ戻ってきました（「譜
録」）。萩に戻った之経は、依然とし
て正式には寺社組の一員に加えられ
ていませんでした。このため、寺社奉行
（寺社組を統括する役人）より当役
に対し、正式に栗山家を寺社組に加
えるよう要請があり、享保 19 年
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「五臓六腑内系之図」 
（小田家（金屋）和 512） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

山脇東洋著「蔵志 並附録」 
（早稲田大学附属図書館） 

 
栗山献臣の師である山脇東洋は、
「五臓六腑説」に疑義をいだき、獺
の解剖などを経て、人体解剖を実
施し、『蔵志』を著しました。 

 

 

藩医栗山家と解剖 
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